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　加工機器の拡充により、新たにレトル
ト、粉付け調味、すり身、味付け切り身

など高次加工に取り組む。例えばマグロ
やブリの竜田や照り焼き、自社加工の
すり身を使ったナゲット、カツオギョ
ーザやカツオガーリック、マグロハム
など種類も豊富だ。自社ブランド「骨
まで愛して」も今後さらに充実させる予
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